



Households and Pupulation of inland Areas






































































































































































































































1安 芸 39646 81575 205．8
2沼 田 25858 35155 136．0
3佐 伯 43446 69744 160．5
4　山 県 40863 53310 130．5
5高 田 43820 52246 119．2
6高 宮 23810 28963 121．6
7賀 茂 60781 89270 146．9
8　豊 田 58306 82325 141．2
9世 羅 21119 26496 125．5
10御 調 38452 60206 156．6
11　三 次 22193＊ 22082 99．5
12　恵 蘇 18922＊ 12720 67．2
13’ z 可 17712 13306 75．1
14　三 上 10938 8910 81．5
15　三 鉛 15489 16298 105．2
16　甲 奴 4808 4115 85．6


















































































































































































































































































































































































1 2 3 4 5
特有農産
ｨ漁獲品
1 2 3 4 5
1安芸 30．6 18．1 14．0 甘薯 大豆 粟 蕎麦 蜀　黍 37．4 実綿 甘蕉 菜種 海参 茶
2沼田 328 19．4 7．3 甘薯 粟 黍 大豆 蕎　麦 40．5 実　綿 藍葉 茶 麻 菜　種
3佐伯 39．0 13．5 3．2 甘薯 蕎麦 粟 短 蜀　黍 443 紙＊＊ 甘蕪 実綿 楮 菜種
4山県 67．8 93 4．9 粟 大豆 蕎麦 黍 甘薯 18．0 麻 紙 楮 茶 葉姻草
5高田 81．0 95 2．5 甘薯 粟 短 蕎麦 黍 7．0 葉姻草 紙 麻 楮 実綿
6高宮 63．7 21．3 7．3 甘薯 粟 大豆 黍 蕎麦 7．8 麻 藍葉 実綿 楮 菜種
7賀茂 57．9 165 5．1 甘薯 大豆 蕎麦 粟 馬鈴薯 20．5 食　塩 実綿 乾蝦 葉姻草 菜種
8豊田 48．6 238 109 甘薯 大豆 蕎麦 粟 黍 16．7 食　塩 実綿 葉力草 茶 藍葉
9世羅 76．9 180 39 蕎麦 大豆 粟 黍 玉蜀黍 12 茶 実綿 楮 麻 葉姻草
10御調 34．7 261 16．7 甘薯 大豆 蕎麦 粟 蜀　黍 22．4 食塩 実綿 藺 葉姻草 藍葉
11三次 653 114 107 粟 大豆 蕎麦 甘薯 黍 12．6 麻 三葉 実綿 葉姻草 楮
12一二 88．7 60 4．1 大豆 粟 蕎麦 稗 黍 1．2 麻 実綿 楮 茶
一13奴可 81．3 5．9 4．3 大豆 蕎麦 稗 粟 黍 85 麻 楮 葉姻草 藍葉 繭
14三上 741 118 5．3 大豆 蕎麦 粟 蜀黍 黍 88 紙 麻 楮 葉姻草 実綿
15三i硲 81．2 11．0 3．2 粟 蕎麦 大豆 黍 甘薯 4．6 麻 楮 実綿 茶 紙










































































































































































































































































































































































































































































































0 2 4 災害数
図4　災害と百姓一揆との相関
資料：後藤　1965，p．216，　p．219
出している。この存在にも考慮が払われるべきであろう。
　なお図4に関してであるが，化・三期はドット番号4に属している。このドットだけが
やや回帰線と乖離しているが，これは災害以外にその要因を求め得る百姓一揆の存在を示
唆する。むろん奥筋の鉄山に起因することはいうまでもない。
　鉄山経営に関与した代々の郡宰に「う使」の多かったことを証跡は憤り，「頻年，山部
ハ半ババ荒屯」と嘆いている。そうして当局に対しては「頻りニ封章ヲ上セテ減租ヲ論」
じ，「流民」と耕地に戻すことに尽力する。そうした努力の結果，郡庁の政務も大分ゆる
やかになる日も訪れる。盗賊もなく，訴訟もないので，「近日，庭しょう，膝痕少ク，閑
カニ聴ク，闘雀ノ秋ヲ訟スルヲ」。訴えてくるのは雀共ばかりである（中村1976，p．202）。
18 19世紀中葉芸藩「奥筋衰郡」の生活経済と人口
註
（1）安永9年9月，幕府は大阪に鉄座を置き，鉄の買上げを行うた。同鉄座が鉄仲買人よ
　り買取る鉄相場が不明なりし為，値段下落し，引いては産地に悪影響を及ぼし，製鉄業
　に大打撃を與えた。天明7年9月鉄座廃止（松尾1931c，　p．537）。これも心筋の人口減
　少の一因になろう。
（2）広島藩は鎗鍛冶屋を直営して，これを御場所と称し，恵蘇・三上・奴可三郡にて四十
　ニケ所を経営した。……鐘一ケ所の製造能力が一力年三十代にて一代の銑の所産千五百
　貫位に当るから，御場所総数の製産額は莫大であった（松尾1931b，　p．72）。
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